
渓
紅
葉
バ
ス
ハ
イ
ク
を
参
加

人
数
を

絞
る
中
、

二
十
人

の
参
加

に
て
実

施
し
ま

し
た
。

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染
防

止
を
徹

底
し
て

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
今
年
三
月
二
八
日
に
は
、

桑
名
地
区
ふ
る
さ
と
巡
り
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
菜
園
部

　
　
　
部
　
長
　
河
田
詔
二

　
　
　
幹
事
長
　
生
川
喜
代
一

　
平
成
二
四
年
二
月
に
十
六
名

で
発
足
。

現
在
二
一
名
で
活
動

中
で
す
。

発
足
時
か
ら
専
門
知

識
の
あ
る
小
林
さ
ん
に
ご
指
導

頂
き
、

土
づ
く
り
・
野
菜
づ
く

り
の
基
礎
を
学
び
、
「

タ
キ
イ
」

の
苗
場
見
学
等
、

各
部
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ

て
き
ま
し

た
。

昨
年
も
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
な
が
ら
も
、

夏
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、

冬
の
白

菜
・
キ
ャ

ベ
ツ
・

ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー

を
各
部
員
の
ご

家
庭
で
例
年
通

り
育
成
・
収
穫

し
、

美
味
し
く

食
べ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　
掲
載
写
真
は
、

幹
事
長
が
昨
年

九
月
か
ら
育
成

し
て
い
る
野
菜
。

日
照
の
差
に
よ

り
大
小
様
々
。

収
穫
可
能
な
も
の
か
ら
、

そ
う

で
な
い
も
の
ま
で
。

野
菜
づ
く

り
は
難
し
い
も
の
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部

　
　
　
部
　
長
　
松
浦
良
一

　
　
　
幹
事
長
　
岡
本
一
見

　
一
昨
年
暮
れ
頃
か
ら
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
始
ま
っ

た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

昨
年
春

の
第
一
波
、

夏
頃
の
第
ニ
波
、

十
一
月
に
入
り
日
当
り
の
新
規

感
染
者
数
が
全
国
で
三
千
人
を

超
え
た
第
三
波
と
、

感
染
者
数

は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
、

各
趣
味
の
会
も
活

動
の
自
粛
、

行
事
の
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

我
々
も
、

カ
ラ
オ
ケ
店
の
休
業

等
に
よ
り
、

月
例
会
す
ら
開
け

ず
、

活
動
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

休
部
状
態
の
中
、

部
員
の

皆
さ
ん
は
悶
々
と
し
て
過
ご
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

第
二
波
の
終
わ
り

頃
、

細
々
と
活
動

を
再
開
し
た
も
の

の
、

以
前
の
よ
う

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
人
口
知
能
を
使

っ

た
カ
ラ
オ
ケ
採

点
に
興
味
が
あ
り

Ｐ
Ｒ
用
の
写
真
を

撮
っ

て
き
ま
し
た
。

一
度
試
さ
れ
た
ら
如
何
で
す
か
？

ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
会
　
長
　
堀
内
　
定

　
　
　
幹
事
長
　
児
玉
吉
彦

　
令
和
二
年
度
も
、

年
間
四
回

の
大
会
を
開
催
す
る
計
画
で
し

た
が
、

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、

四
回
共
「

中
止
」

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
と
か
工

夫
を
し
て
開
催
で
き
る
方
法
は

な
い
も
の
か
と
検
討
を
重
ね
ま

し
た
が
、

会
員
の
皆
様
の
健
康

を
第
一
に
考
え
る
と
、

ど
う
し

て
も
開
催
す
る
こ
と
に
踏
み
切

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
皆
様

に
は
、

大
変
申
し
訳
け
な
く
思

っ

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
は
、

ゴ
ル
フ
場

と
も
じ
っ

く
り
相
談
し
、

開
催

で
き
る
方
法
を
考
え
、

是
非
と

も
開
催
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、

ゴ

ル
フ
同
好
会
は
昭
和
六
十
年
十

一
月
に
発
足
大
会
を
開
催
し
、

東
日
本
大
震
災
時
の
中
止
を
除

き
、

昭
和
六
二
年
以
降
ず
っ

と

年
四
回
開
催
し
て
き
て
お
り
、

次
回
が
百
三
六
回
目
の
大
会
に

な
り
ま
す
。

一
昨
年
の
平
均
参
加
者
は
八
二

名
と
、

お
陰
様
で
多
く
の
皆
様

に
参
加
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
最
初
の
大
会
は

四
月
十
五
日
に
開
催
す
る
計
画

で
す
。

一
年
間
の
空
白
は
あ
り

ま
す
が
、

多
く
の
皆
様
に
ご
参

加
頂
き
、

是
非
楽
し
い
ゴ
ル
フ

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

囲
　
碁
　
部

　
　
部
　
長
　
伊
藤
英
彦

　
　
幹
事
長
　
玉
置
孝
盛

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、

無
症
状
の
為
に
自
分
で

気
づ
か
な
い
内
に
感
染
し
て

い
た
り
と
か
、

高
齢
者
は
体

力
が
無
い
為
、

感
染
す
る
と

重
症
化
し
や
す
い
等
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

寒
く

な
っ

て
く
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
と
も
重
な
り
、

症
状
の
区
別
が
つ
き
に
く
い

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
例
年
同
様
、

昨
年
も
囲
碁

　　　　（３）　　　　　　富士電機三重退職者友の会　　　　　　　令和３年１月１日　　　　　　　　　　第１０９号　　

部
の
行
事
と
し
て
春
季
大
会

と
秋
季
大
会
を
実
施
す
る
計

画
で
お
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
、

並
び
に
囲

碁
部
部
員
の
皆
さ
ん
も
高
齢

者
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

部
長
・
幹
事
と
の
話
し
合
い

を
行
う
中
、

感
染
予
防
の
観

点
か
ら
、

両
大
会
と
も
「

中

止
」

と
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
四
月
の
春
季
大
会
は

コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
の
見
通

し
状
況
を
眺
め
つ
つ
、

そ
の

対
応
を
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

部
員
の

皆
さ
ん
、

コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　『趣味の会』　～２０２０年活動の振り返り～

朗
　
吟
　
部

　
　
部
　
長
　
佐
野
誠
一

　
　
幹
事
長
　
藤
本
菊
水

　
昨
年
の
朗
吟
部
の
活
動
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
為
、

ソ
レ
イ
ユ
伊
豆
で
開

催
予
定
だ
っ

た
「

全
富
士
吟

詠
大
会
」

と
楽
し
み
に
し
て

い
た
大
会
当
日
の
懇
親
会
も

併
せ
て
中
止
と
な
り
、

更
に

十
一
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
我
が
朗
吟
部
の
吟

詠
大
会
・
忘
年
会
も
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
！
と

な
り
、

残
念
の
一
言
に
尽
き

ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

は
増
え
続
け
る
ば
か
り
で
、

世
界
中
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
い
つ
終
息
す
る
の
か
？
先

行
き
不
透
明
で
す
。

　
し
か
し
、

心
配
ば
か
り
し

て
い
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ず

今
後
は
、

少
人
数
の
会
合
と

し
て
で
も
、

積
極
的
に
開
催

を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
、

友
の
会
会
員
の
退

会
者
が
増
え
続
け
、

会
員
の

減
少
が
続
い
て
い
る
よ
う
に

我
が
朗
吟
部
も
活
動
会
員
は

数
え
る
程
に
。

い
つ
ま
で
存
続
出
来
る
か
？

同
じ
く
先
行
き
不
透
明
の
状

況
で
す
。

　
友
の
会
、

趣
味
の
会
が
永

く
続
き
ま
す
よ
う
、

祈
っ

て

い
ま
す
。

カ
メ
ラ
部

　
　
　
部
　
長
　
戸
田
英
義

　
　
　
幹
事
長
　
安
藤
宣
朗

　
定
例
会
は
予
定
通
り
開
催
で

き
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
フ
リ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
及
び

撮
影
会
が
、

各
々
年
二
回
開
催

す
る
予
定
で
し
た
が
、

一
回
と

な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、

県
美
展
は
、

残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
美
展
は
開
催
さ
れ
、

Ｃ
Ｔ
Ｙ

賞
を
坂
井
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
予
定
は
、

新
年
会
を

兼
ね
た
新
春
撮
影
会
（

一
泊
）

を
一
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
尚
、

十
月
二
九
日
開
催
の
東

山
動
物
園
で
の
撮
影
会
の
一
コ

マ
を
紹
介
し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
会
　
長
　
黒
川
益
雄

　
　
　
幹
事
長
　
土
肥
耕
三

　
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
為
、

五
月
に

は
会
場
が
閉
鎖
。

計
画
し
て
ま

し
た
第
二
十
回
大
会
は
、

中
止

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
三
密
を
避
け
自
宅
に
籠
も
っ

て
い
る
時
間
が
長
か
っ

た
で
す

が
、

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
塩
浜
の
会

場
が
使
用
可
能
と
な
っ

た
九
月

五
日
、

感
染
防
止
対
策
を
行
い

つ
つ
、

第
二
一
回
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、

大
型
台

風
十
号
接
近
の
前
日
で
、

熱
中

症
を
心
配
す
る
程
の
猛
暑
日
で

し
た
が
、

わ
い
わ
い
が
や
が
や

と
楽
し
く
熱
気
に
溢
れ
、

健
康

増
進
に
大
い
に
役
立
つ
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
に

つ
い
て
は
、

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
五
月
・
九
月
の
年
二

回
大
会
開
催
の
計
画
を
し
て
い

ま
す
。

賞
品
も
参
加
賞
も
含
め

全
員
に
当
た
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

是
非
、

同
好
会
に

入
会
を
し
て
頂
き
、

多
数
の
参

加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

旅
く
ら
ぶ

　
　
　
部
　
長
　
大
岡
利
勝

　
　
　
幹
事
長
　
黒
川
徳
男

　
「

旅
く
ら
ぶ
」

で
は
、

例
年

年
二
回
の
国
内
旅
行
と
年
一
回

の
国
外
旅
行
を
実
施
し
、

更
に

新
年
会
と
総
会
の
開
催
、

並
び

に
退
福
共
主
催
の
行
事
に
も
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

旅

く
ら
ぶ
部
員
の
年
齢
が
平
均
七

五
歳
超
（

最
高
齢
九
二
歳
）

と

高
齢
者
集
団
の
行
動
は
慎
重
に

と
の
判
断
の
も
と
、

今
年
度
は

総
会
の
書
面
に
よ
る
郵
送
決
議

を
は
じ
め
、

昨
年
十
二
月
末
ま

で
活
動
を
自
粛
し
て
ま
し
た
。

　
年
度
後
半
の
行
事
は
、

今
後

の
コ
ロ
ナ
の
状
況
、

世
の
中
の

状
況
を
十
二
分
に
見
極
め
た
上

で
「

三
密
」

に
な
ら
な
い
よ
う

慎
重
な
行
動
を
模
索
し
、

一
月

～

三
月
の
間
に
親
睦
会
、

更
に

三
月
頃
に
は
、

こ
れ
ま
で
部
員

か
ら
の
要
望
が
高
く
、

実
施
で

き
て
い
な
か
っ

た
「

小
豆
島
バ

ス
ツ
ア
ー
」

を
検
討
し
ま
す
。

　
「

旅
く
ら
ぶ
」

で
は
、

部
長

以
下
計
九
人
の
幹
事
で
、

会
員

か
ら
の
要
望
等
を
参
考
に
行
事

案
を
作
り
、

総
会
で
年
度
の
旅

行
計
画
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
二
０
二
一
年
度
は
、

コ
ロ
ナ

禍
の
中
、

安
心
・
安
全
な
旅
行

を
模
索
し
、

提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
※
各
趣
味
の
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
連
絡
先
：
0
5
9
・
3
3
0
・
1
5
0
4
（
組
合
ま
で
）

パ
ソ
コ
ン
部

　
　
　
部
　
長
　
日
比
正
徳

　
　
　
幹
事
長
　
辻
　
久
雄

　
パ
ソ
コ
ン
部
の
例
会
は
、

毎

月
第
三
火
曜
日
の
九
時
～

昼
ま

で
。

会
場
は
、

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

二
階
で
す
。

　
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
為
、

四
月
～

六
月
の
例

　
　
　
　
　
　
会
を
中
止
と
致

　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
七
月
か
ら
再
開

　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、

部
員

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー

ト
を

　
　
　
　
　
　
基
に
特
集
テ
ー

　
　
　
　
　
　
マ
を
次
の
三
点

　
　
　
　
　
　
選
び
学
習
し
て

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
①
写
真
ア
ル
バ

　
　
　
　
　
　
ム
の
整
理
（

パ

　
ソ
コ
ン
に
写
真
を
移
し
て
紙

　
写
真
ア
ル
バ
ム
の
処
分
）

②
メ
ー

ル
の
便
利
技
を
学
ぶ

③
テ
レ
ワ
ー

ク
の
基
礎
知
識
の

　
学
習

　
毎
回
参
加
者
全
員
が
、

私
の

作
品
紹
介
、

パ
ソ
コ
ン
便
利
技

更
に
、

何
で
も
相
談
、

ト
ラ
ブ

ル
事
例
と
対
処
方
法
‥

等
に
つ

い
て
何
が
し
か
の
発
言
を
行
い

相
互
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
例
会
で
は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接
続
が

で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。

一
度
覗

い
て
み
て
下
さ
い
。

盆
栽
園
芸
部

　
　
　
部
　
長
　
木
村
修
太
郎

　
　
　
幹
事
長
　
森
東
巳
男

　
通
常
で
あ
れ
ば
、

健
康
増
進

セ
ン
タ
ー

で
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
五
月
の
サ
ツ
キ
盆
栽
展
、

十
一
月
の
菊
花
展
の
活
動
結
果

を
ご
報
告
で
き
る
と
こ
ろ
で
し

た
が
、

昨
年
は
、

展
示
会
す
べ

て
を
中
止
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

五
月
の
サ
ツ
キ
盆

栽
展
は
、

緊
急
事
態
宣
言
下
の

為
増
進
セ
ン
タ
ー

が
閉
館
。

十

一
月
の
菊
花
展
も
、

コ
ロ
ナ
禍

等
の
影
響
で
増
進
セ
ン
タ
ー

へ

の
来
場
者
が
少
な
い
と
お
聞
き

し
、

断
念
致
し
ま
し
た
。

　
現
状
は
、

サ
ツ
キ

盆
栽
の
剪
定
と
礼
肥
、

菊
花
は
、

四
月

上
旬
に
冬
至
芽

の
挿
し
芽
が
で

き
る
よ
う
、

剪

定
と
礼
肥
を
昨

年
十
一
月
に
行

い
、

今
年
の
展

示
に
向
け
準
備
し
始
め
ま
し
た
。

　
写
真
の
よ
う
な
展
示
会
が
実

現
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て

い
ま
す
。

　 船
釣
り
部

　
　
　
部
　
長
　
平
子
光
則

　
　
　
幹
事
長
　
大
井
政
幸

　
昨
年
の
釣
果
は
、

コ
ロ
ナ
と

天
候
に
よ
り
散
々
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

鳥
羽
船
釣
組
合
が

コ
ロ
ナ
で
休
業
と
な
り
四
月
か

ら
の
月
例
会
が
ま
ず
中
止
に
。

六
月
か
ら
よ
う
や
く
ス
タ
ー

ト

で
き
た
も
の
の
、

今
度
は
、

長

雨
と
つ
ゆ
空
け
後
の
高
気
温
に

よ
る
海
水
の
異
常
を
受
け
ま
し

た
。

六
月
の
長
雨
は
、

海
水
の

塩
分
濃
度
が
低
く
魚
が
釣
り
場

に
近
寄
ら
ず
、

七
～

九
月
は
、

海
水
の
温
度
が
高
く
な
り
餌
の

エ
ビ
が
長
生
き
せ
ず
魚
の
喰
い

が
悪
い
等
、

釣
り
づ
ら
い
環
境

と
な
り
、

過
去
に
経
験
が
無
い

低
い
釣
果
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
の
反
省
会
も
、

一
泊
の

計
画
で
し
た
が
、

昨
今
の
状
況

か
ら
中
止
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、

期
待
は
納
竿
月
の
釣
果
と
今
年

に
か
か
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

こ
ん
な
「

船
釣
り
部
」

で
す
が

興
味
の
あ
る
方
は
、

事
務
局
又

は
メ
ン
バ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
！

ウ
オ
|
キ
ン
グ
部

　
　
部
　
長
　
日
比
正
徳

　
　
副
部
長
　
黒
川
徳
男

　
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
部
で
は
、

昨
年
も
四
回
の
ウ
ォ
ー

キ
ン

グ
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
よ

り
、

五
月
予
定
の
ウ
ォ
ー

キ

ン
グ
は
中
止
と
な
っ

て
し
ま

い
、

七
月
よ
り
活
動
を
再
開

し
ま
し
た
。

　
昨
年
七
月
四
日
に
は
菰
野

地
区
ふ
る
さ
と
巡
り
を
小
雨

を
突
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、

十
月
十
日
の
友
の

会
全
体
行
事
で
あ
る
湯
の
山

健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
は

二
年
続
け
て
雨
天
の
為
中
止

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が

十
一
月
二
二
日
に
は
、

香
嵐


